
安威川ダム周辺整備事業に関する取組状況について

１ 事業の目的 山とまちをつなぐハブ拠点をめざして

・茨木市の人口28.6万人のうち、北部は市域約半分に対して人口１％で人口減少、高齢化、山林荒廃等の課題あり

・ダム周辺整備事業ではダムを拠点に「山とまちをつなぐ」ことで”いばきた”の活性化をめざし施設設計・整備・管理を実施中

・周辺整備事業で完成した施設は民間活力を導入して管理運営することで人を呼び込む等の賑わいを創出

・ダム周辺の施設がそれぞれ連携することで、ダム周辺全体の更なる活性化が見込める

・ダムパークいばきたを核にエリアマネジメントを展開、賑わいがいばきた全体へ繋がることを期待

（その他施設の利活用等）
・ダム左岸道路や府道茨木亀岡線、ダム堤体天端道路、堤体横の設置階段により周遊性を高め、各施設の効果を高める
【参考】吊り橋～左岸道路～ダム堤体～茨木亀岡線～吊り橋：約2.7km

２ 各事業の施設及び管理運営の概要（案）

安威川
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一級河川安威川・一級河川下音羽川（桑原大橋上流～権内水路取水口下流）

➄ダムパーク

大岩展望広場

ダムサイト周辺

遊歩道整備事業

③風の丘ゾーン

ダム堤体

ダムパークいばきた
（６４．８ｈａ）

※湖面含む

府道茨木亀岡線

①湖畔ゾーン

： 河川区域

： 市公園区域（予定）

： 市利活用占用範囲

： 河川区域内利活用施設

： 事業者提案区域

： ダム周遊ルート案

ダム管理所

至 阿武山山頂

臨時駐車場

事業個所
①湖畔ゾーン
（多目的運動広場
除く）

②多目的
運動広場

③風の丘
ゾーン

④竜仙峡広場
(安威川上流)

➄ダムパーク
大岩展望広場

⑥権内広場

事業面積 約７ha 約３ha 約２ha 約0.2ha 約0.05ha 約0.3ha

施設の
位置づけ

都市公園施設
（ダムパーク

いばきた）

都市公園施設
（ダムパーク

いばきた）

都市公園施設
（ダムパーク

いばきた）
未定 広場 未定

主要施設

パークセンター
トイレ
芝生広場
駐車場(約290台)

吊り橋
飲食施設

人工芝グラウンド
観客席
管理棟
(水上アクティビティ
受付施設含む)
駐車場(約120台)

芝生広場
せせらぎ水路
トイレ
駐車場(約50台)
ドックラン
BMX練習コース

トイレ
駐車場(約13台)
広場

トイレ
駐車場(4台)
展望スペース

トイレ
駐車場

(数台程度)

広場
※電気通信引込要

設計・施工
主体

大和リース(株)等
事業提案グループ

茨木市
大阪府

※河川管理施設
として

茨木市 茨木市 茨木市

利活用等
事業者

指定管理者
(Ｒ6～20年間)

指定管理者
（予定）

指定管理者
(Ｒ7～10年間)

地元漁業組合
又は民間事業者

茨木市 民間事業者

利活用
開始時期

R6.4 R9.冬以降
(直営)R6.7
(指管)R7.7

R6.秋～
（社会実験）

R7.9 R9年度以降



３ ダムパークいばきた湖畔ゾーンについて

①整備状況
［公共施設］

・令和６年04月23日 第１駐車場の一部、パークセンター、生保半島さくら広場等第1期供用開始

・令和６年12月19日 第１駐車場の残り、第２駐車場等第2期供用開始

・令和８年 3月 ダムパークいばきた前バス停上屋、いばきた周遊看板設置完了

・令和７年９月～令和９年12月（予定） （仮称）ダムパークいばきた多目的運動広場を整備

・令和７年12月～継続実施中 拡張設計（基本設計＋詳細設計、ワークショップ）

［民間施設］

・令和７年 ３月17日  GODA BRIDGE、３種のアクティビティ、420カフェ、420ストア等GRAVITATE OSAKAが開業
・令和 ９年春（予定） ＢＢＱ施設（約５００席）を都市公園法の許可を受けて整備

・令和10年春（予定） 湖面アクティビティ施設を都市公園法の許可を受けて整備

ダムパークいばきた 湖畔ゾーン 駐車場周辺平面図

拠点施設

府道 茨木亀岡線

都市計画道路 茨木箕面丘陵線

駐車場台数

（第１駐車場）

乗用車170台、バス28台、バイク11台

（第２駐車場）

乗用車120台

（臨時）

乗用車270台、バス10台

【民間施設】

飲食施設（ＢＢＱ施設）予定地

N

BBQ施設(仮称)ダムパークいばきた多目的運動広場

第１駐車場
第２駐車場

拡張設計

バス停上屋

周遊看板

【公共施設】

多目的運動広場予定地

【民間施設】

湖面アクティビティ施設予定地

やまぜんこども園

観戦スタンド
269席+車椅子スペース2席
男子トイレ小2大1
女子トイレ2

多目的グラウンド（人工芝）
68m×105m（サッカー）
68m×117m（ラグビー）

50m×68m（８人制２面）

管理棟
・グラウンド管理事務室・倉庫・多目的室

男子トイレ小6大3・女子トイレ5・多目的トイレ1
・シャワールーム8・ロッカーベンチ48席
・水上アクティビティ事務室・倉庫
男子トイレ小1大1・女子トイレ2

・ロッカーシャワールーム（男女バリフリ）

駐車場
普通車約125台

駐車場
普通車約20台

マイクロバス約4台

凡例
土木工事（令和７～９年度）
建築等工事（令和８～９年度）

園路
6m（車道）

2m～3m（歩道）



②運営状況
［公共施設］
・指定管理者制度の活用（民間施設設置及び自主事業による民間の創意工夫）（大和リース（株）２０年で設定）

・内容は維持管理（植物管理等）、運営（受付、広報、自主事業等）、許認可（行為、使用、占用の一部）

【令和７年度の主な利用状況】（ ）内は前年度

・駐車台数 103,039台（62,515台）、来場者数（推定）約31万人（19万人）、催事数 1,029件（346件）

（指定管理自主事業の一例）

「いばきたキッズ探検隊
安威川ダムとビオトープの生き物を

観察しよう」

吊り橋プロレス
inダムパークいばきた

「いばきたキッズ探検隊
にんじん収穫とクレープづくり」

あつまれワンダーランド

［民間施設］

・都市公園法許可による民間公園施設として令和８年３月末までの約１年間で累計来園者数19万人を突破
・年間を通じた安定集客を狙い、令和８年２月にはバレンタインイベントを実施
・令和８年４月から５月にかけて、吊り橋に寄付をいただいた約200匹の鯉のぼりを添架し、茨木童子のグッズも販売
・吊り橋左岸側に安威川にかけたハート型の南京錠を設置する取り組みを続けた事で、恋人の聖地に登録
・令和８年７月18日より、吊り橋をより多くの方に渡っていただくべく料金改定を実施（平日茨木市民割り引き等）

鯉のぼりパレード
(R8/4/1～R8/5/6)

恋人の聖地
(R8/6/1～)

【生保半島さくら広場拡張設計】
・公園開園以降、来園者からご意見を頂いてきた
・日陰の確保、遊具、ドックランの拡充の声が多い
・取得済みの用地内（赤囲み）で何が出来るか
ダムパークの３事業者と協議、検討を実施中

バレンタインフェス
(R8/2/14・15)

Gravitate Osaka新料金体系
(R8/7/18～)



茨木市

エリアマネジメント
事務局

（E-DESIGN）

○エリアマネジメントの
コーディネート
○活動団体への支援
○活動の情報発信
※スタッフがダムパークいば
   きたに週３日程度常駐

指定管理者
（大和リース）

○公園の管理・運営
○エリアマネジメントへ
の協力

民間施設設置者
（Gravity Park Holdings）

○施設の管理・運営
○収益の一部還元

管理・監督・推進

運営費提供
相互連携・協力

活動支援

ダムパークいばきたコミュニティ

パートナー会員 57人
    サポーター会員 5人
法人会員 0社

計６２人
※令和８年３月時点

４ エリアマネジメント事業について

（エリアマネジメントⅠ）

・令和３年度の公園設計時からエリアマネジメント活動の内容と活動者の発掘を目的にワークショップを実施
・社会実験や継続したワークショップの取り組みにより公園開園当初から活動を開始
・エリアマネジメント活動を支援する目的で、ダムパークいばきたパークセンター内に週３日コーディネーターが在籍
・令和６年６月に結成したダムパークいばきたコミュニティの日常活動やダムパークいばきたフェスの開催を支援
・ダムパークいばきたでのエリアマネジメントをいばきた全体でも実施するべく広域のエリアマネジメント協議会を発足

エリアマネジメントⅠ

・ダムパークいばきたの事業者による北部地域活性化の拠点づくり(R7/3～)

エリアマネジメントⅡ

・北部地域に関わる組織や団体の代表者が集まり協議を行う場「協議会」の立ち上げ(R7/7～)

・各施設の課題を共有するとともに、各施設の情報を集約したポータルサイト「いばきたプチトリップ」運用開始

・周遊を促すいばきた周遊謎解きラリーを開催し、期間中265組900人（推定）が参加

・ラリー期間前後の101日間における閲覧者数は7,210件でラリー前より閲覧数を伸ばした

（日常活動の一例）

響と彩のダムパーク祭 安威川ダム地元住民の記録

（ダムパークいばきたフェス、ダムリンピックの一例）

ステアクライミングナイトキャンプイベント



５ ダムパークいばきた風の丘ゾーン

①整備状況
［公共施設］

・令和６年７月１日 安威川ダム建設事業により整備された広場とダム管理所を市が公園として引き受け供用開始

［民間施設］

・令和８年３月20日 通過交通の少ない風の丘ゾーンが目的地となるようドックランを運用開始
・令和８年５月20日 同じ目的でBMX練習場（上級コースは整備中）を運用開始
・令和８年秋（予定） グランピング施設（９室）及びカフェレストランを都市公園法の許可を受けて整備

②運営状況
［公共施設］
・指定管理者制度の活用（民間施設設置及び自主事業による民間の創意工夫）（涼樹園Zeddグループ10年で設定）

・内容は維持管理（植物管理等）、運営（受付、広報、自主事業等）、許認可（行為、使用、占用の一部）

・ダム管理所に管理人を常駐させることで一部開放し、令和７年７月から令和８年３月末までの来館者数約3万1千人に
・令和８年５月SNSによる情報発信がきっかけで、50台の駐車場を超える来場が発生したため、新たに交通誘導を実施

【令和７年度（７月から翌年３月）の主な利用状況】

・来場者数（推定）約１万２千人

（指定管理自主事業の一例）

ダム管理所内のミャクミャク
（大阪府協力）

風の丘キッズフェスタ（ R8/5/9・10 ）

BMX練習場

ドッグラン
ドッグラン

BMX
練習場



７ 湖面利活用の社会実験について

６ 竜仙峡広場の社会実験について

［令和８年度実施内容］

・目的：安威川ダム周辺整備基本計画で定めるダム上流の渓流ふれあい体験ゾーンの更なる魅力向上の検討
・期間：令和８年７月18日～10月10日の土日祝（昼間のみ）30日間
・テーブルセットの貸し出し（1,000円/セット））、駐車場管理、モニタリング等を実施
・利用者アンケートのうち、BBQ関連のニーズがあったため、風の丘ゾーン指定管理者による宅配BBQサービスを併用

［令和７年度実施内容］
・目的：安威川ダム周辺整備基本計画で定めるダム上流の渓流ふれあい体験ゾーンの利活用の検討
・期間：令和７年７月19日～10月12日の土日祝（昼間のみ）30日間、（うち雨天4日）
・テーブルセットの貸し出し（1,000円/セット））、駐車場管理、モニタリング等を実施
・結果：予約率100％、稼働率73％（雨天キャンセル等）、利用者数340人

［令和８年度実施内容］

・目的：令和９年度の多目的運動広場竣工後の本格稼働に向け、水上利用に係る安全指針の作成及び機運醸成
・期間：令和８年７月18日～９月27日（昼間のみ・夏休み以降は土日祝日のみ）
・水上アスレチック、足漕ぎサップ、ボート、水上ミニバイクの貸し出し他、アンケート等を実施
・使用中のアスレチック破損、利用者安全対策としての簡易網場設置と９月から浮き桟橋による新メニュー実施予定

［令和７年度実施内容］
・目的：湖面の安全利用と事業の実現性の確認
・期間：令和7年8月2日～9月29日（昼間のみ）
・水上アスレチック、足漕ぎサップ、ボート、水上ミニバイクの貸し出し、アンケート等を実施
・結果：利用者数約2,000人、アンケートによる来園者満足度99％



令和７年度 令和８年度 令和９年度

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

エリマネⅠⅡ活動

①湖畔ゾーン

③風の丘ゾーン

④竜仙峡広場（安威川上流）

⑥権内広場

②多目的運動広場

公募等

事業者ヒアリング・制度設計等

フェス開催

手続き

指定管理者による公園管理運営（民間施設含む）

吊り橋エリア民間施設供用R7.3.17～

土木工事 ～令和9年度冬

電気・通信等整備
（同事業者）

直営

供用

➄大岩展望広場

整備工事 供用開始Ｒ７．９～

フェス開催

電気・通信準備工（伐採）

BBQ施設 計画・設計 BBQ施設 施工

フェス開催（予定）

手続き

電気測量設計
（同事業者）

建築・付帯・電気・設備工事
～令和9年度冬

各種申請、調整等

生保半島さくら広場拡張設計

手続き

社会実験 社会実験

９ 安威川ダム建設事業、周辺整備等事業 スケジュール（予定）について

工事（予定）

供用
開始

開業準備の後 開業

トイレ供用開始

事業者ヒアリング・制度設計等

８ ダムパークいばきたに係るPRの取り組みについて

・ダムパークいばきた及び北部地域「いばきた」の魅力を、市内外のより多くの方に知っていただくことを目的に
SKE48キャプテンの松本慈子さんを任命

・いばきた出身であり、茨木市と特別観光大使として、日頃から本市の魅力発信に取り組んでいただいており起用
・HPやリーフレット等のPRツール、京セラドーム大阪でのメモリアルピッチ等へ出演し、 PRに継続的に取り組んでいただく
・日頃から指定管理者による公式HPやSNS、エリアマネジメント組織によるいばきたプチトリップ等とともに、PRに取り組む

PRアンバサダー就任式 PR動画の１シーン
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